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	日本の貢献～TICADプロセス10年の成果に立つ今後のアフリカ協力～
	南南協力　　　　　　　　　　　　　　　　～アジア・アフリカ・イニシアティブ～アフリカの新たな開発パートナーとなりうる諸国との協力及びアフリカ域内の協力は、活用度の高い技術移転の可能性やアフリカ製品の
	人間中心の開発　　アフリカの人々の可能性を豊かに実現していくためには、まず、教育を受け、健康な生活を営むことが非常に重要である。また、アフリカ開発を進めていくのはアフリカ人自身であり、そのための人材を育てていく
	経済成長を通じた貧困削減　経済成長なくして貧困削減は実現しない。アフリカの主要産業であり、人口の大多数が従事する農業分野の成長を目指す。また、経済活動の根幹となるインフラ、世界経済との接点である貿易・投資の分野で日本は積極的に支
	（２）インフラ　　　　－運輸、通信、エネルギー、水の４分野で過去5年間でアフリカ向けに24億ドル以上のODAを　　　　コミット。そのうち約1300億円（約10.6億ドル）を本年以降実施予定。　　　　－NEPADインフラ・プロジェクト・リストにあ
	平和の定着我が国は紛争地域における和平を推進し、紛争後の復興を切れ目なく支援していくことを重要政策として推進。平和の定着及び人間の安全保障を推進するために、TICADⅡ以降、地雷信託基金、紛争予防・平和構築無償、国連小型

